
体

操
色
彩
学

図
案
法

英

語

（「大
正
九
年
十
二
月
ョ
リ
要
書
類
綴

六 四ニニ
時 時時時

. ．.  

講配講助教同

得教
師校師授授

同島
田
佳
突

森
田
亀
之
助

鈴
川

信
一

神
保
豊
次
郎

斎

藤

幸

晴

教
務
掛
」
に
よ
る
。）

こ
の
表
の
顔
触
れ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
教
師
の
半
数
以
上
は
本
校
卒

業
者
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
松
田
義
之
と
高
橋
吉
雄
は
図
画
師
範
科
の
卒
業

生
で
、
白
浜
徴
の
愛
弟
子
で
あ
っ

た
。
松
田
は
明
治
二
十
四
年
十
一
月
愛
知
県

一
宮
町
生
ま
れ
。
大
正
六
年
図
画
師
範
科
卒
業
後
青
森
高
等
女
学
校
教
諭
‘
-――

重
県
立
神
戸
中
学
校
教
諭
等
を
経
て
同
十
年
五
月
本
校
助
教
授
と
な
っ
た
。
高

橋
は
同
じ
く
明
治
二
十
四
年
四
月
盛
岡
市
生
ま
れ
。
大
正
六
年
図
画
師
範
科
卒

業
後
、
東
京
市
橋
本
尋
常
小
学
校
訓
羽
、
同
富
士
見
小
学
校
訓
樽
、
府
立
第
六

高
等
女
学
校
教
諭
を
経
て
同
十
五
年
八
月
本
校
助
教
授
と
な
っ
た
。
白
浜
の
担

当
し
て
い
た
「
図
画
教
授
法
」
「
教
授
練
習
」
は
こ
の
二
人
の
後
継
者
に
引
き

継
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

②

図
画
師
範
科
回
想

（
故
松
田
義
之
氏
談
話
筆
記
）

〔
編
者
は
十
数
年
前
に
長
谷
川
信
也
氏

（
昭
和
八
年
図
画
師
範
科
卒
）
に
随

伴
し
て
松
田
義
之
氏
（
昭
和
五
十
六
年
歿
）
宅
に
伺
い
、
同
氏
の
本
校
在
学

及
び
在
職
中
の
こ
と
を
話
し
て
頂
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
の
談
話
箪

記
を
線
め
て
、
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
く
。
〕

私
は
大
正
三
年
の
入
学
だ
が
、
入
学
式
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。
講
堂
に
は
先

生
方
が
ず
ら
り
と
並
び
、

一
流
の
人
た
ち
が
最
前
列
に
並
ん
で
い
て
、
正
木
直

彦
校
長
が
例
の
訥
弁
で
、
考
え
考
え
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
話
す
。

「
君
ら
は
入

学
を
許
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
一
流
の
先
生
方
が
並
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
う
ん

と
先
生
方
の
知
恵
を
搾
り
取
れ
。
お
寺
の
鏑
の
よ
う
に
、
う
ん
と
力
を
出
し
て

大
き
い
声
を
出
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
」
と
諭
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。

正
木

校
長
は
食
堂
で
昼
食
後
の
雑
談
の
折
り
な
ど
は
よ
く
一
人
で
喋
っ
て
い
た
が
、

と
て
も
良
い
話
だ
っ
た
。

師
範
科
の
授
業
は
本
科
と
は
全
く
別
個
に
行
わ
れ
た
。
本
科
と
は
な
る
べ
く

引
き
離
し
て
お
く
方
針
だ
っ
た
ら
し
く
、
従
っ
て
本
科
生
と
の
交
流
は
少
な
か

っ
た
。
学
科
の
う
ち
、
ま
ず
白
浜
徴
先
生
の
図
画
教
授
法
は
、
主
に
『
新
定
画

帖
』
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
す
る
の
で
あ
っ
た
が
、
理
論
的
の
も
の

で
な
く
、

ば
ん
し
よ

む
し
ろ
極
め
て
実
践
的
な
内
容
で
、
特
に
先
生
の
板
書
は
比
べ
る
も
の
が
無
い

ほ
ど
見
事
だ
っ
た
。
先
生
は
く
だ
け
た
人
で
あ
っ
た
が
、

一
面
非
常
に
厳
格
な

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
素
行
、
態
度
に
厳
し
く
、
教
官
室
で
も
先
生
の
前
で
は
皆

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
か
っ
た
。
生
徒
が
髪
を
長
く
伸
ば
し
て
い
た
り
す
る
と
、
教

官
室
へ
連
れ
て
行
っ
て
自
ら
刈

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。

他
に
、
東
洋
美
術
史
は
大
村
西
崖
、
沢
村
専
太
郎
、
西
洋
美
術
史
は
矢
代
幸

雄
で
、
矢
代
先
生
は
ま
だ
大
学
を
出
た
ば
か
り
。
西
洋
の
絵
に
つ
い
て
感
激
し

て
教
え
る
か
ら
、
生
徒
に
大
変
人
気
が
あ
っ
た
。
解
剖
学
は
久
米
桂
一
郎
の
担

当
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
師
範
科
に
は
不
要
な
の
で
、
の
ち
に
削
ら
れ
た
。
用
器

画
法
は
小
島
憲
之
。
こ
の
人
は
一
裔
の
教
師
で
、

一
番
怖
い
先
生
だ
っ
た
。
修

身
は
は
じ
め
高
師
教
授
の
乙
竹
岩
造
が
、
次
い
で
女
高
師
教
授
の
下
田
次
郎
が

担
当
し
た
が
、
二
人
と
も
教
科
書
無
し
の
堅
い
話
を
さ
れ
た
。
そ

れ

に

対

し
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て
、
私
が
助
教
授
に
な
っ
た
頃
修
身
を
担
当
し
て
い
た
菅
原
教
造
は
極
め
て
デ

カ
ダ
ン
の
教
育
者
で
、
笑
い
絵
の
よ
う
な
も
の
を
沢
山
カ
バ
ン
に
入
れ
て
持
っ

て
お
り
、
修
身
の
授
業
で
七
ッ

ク
ス
の
話
な
ど
も
堂
々
と
喋
る
と
い
っ
た
風
だ

っ
た
。
白
浜
先
生
が
心
配
し
て
私
に
「
君
、
行

っ
て
聴
い
て
来
い
」
と
言
う
の

で
、
生
徒
の
後
ろ
の
方
で
聴
い
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
和
田
英
作
が

校
長
と
な
っ
た
。
倫
理
道
徳
を
教
え
る
の
は
校
長
な
ど
が
一
番
良
い
の
だ
が
、

和
田
と
い
う
人
は
非
常
に
潔
癖
な
人
で
、
自
分
は
そ
ん
な
人
格
者
で
は
な
い
か

ら
と
、
高
島
米
峰
に
依
頼
し
た
。
高
島
の
講
義
は
社
会
学
的
倫
理
と
で
も
言
う

べ
き
も
の
で
、
身
近
な
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
極
め
て
平
易
に
説
い
た
。

学
科
は
他
に
英
語
、

美
学
、
色
彩
学
な
ど
が
あ
り
、
教
授
練
習
の
授
業
は
、

皆
で
時
々
余
所
の
学
校
へ
行
き
、
そ
の
中
の
代
表
者
が
教
授
の
練
習
を
や
る
の

だ
っ
た
。
体
操
は
主
に
赤
間
運
蔵
の
担
当
で
、
こ
の
人
は
生
徒
の
名
を
覚
え
る

こ
と
に
か
け
て
は
天
才
的
だ
っ
た
。

実
技
の
う
ち
、
絵
画
は
日
本
画
と
西
洋
画
を
一
週
間
交
代
で
や
り
、
三
年
に

な
っ
て
か
ら
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
西
洋
画
は
田
辺
至

の
指
導
で
、
殆
ど
デ
ッ
サ
ソ
ば
か
り
や
り
、
油
絵
は
少
し
し
か
描
か
ず
、
水
彩

は
や
ら
な
か
っ
た
。
日
本
画
は
一
年
で
は
主
に
動
植
物
写
生
、
二
年
で
は
人
物

写
生
（
日
本
画
式
デ
ッ
サ
ン
）
で
、
模
写
は
狩
野
派
や
白
描
の
も
の
を
少
し
や

っ
た
。
文
庫
に
は
荒
木
寛
畝
や
川
端
玉
章
の
つ
け
た
て
没
骨
の
絵
が
沢
山
あ
っ

て
、
私
は
暇
が
あ
る
と
そ
れ
を
模
写
し
た
か
ら
、
絵
が
逹
者
に
な
っ
た
。
彫
刻

は
手
エ
の
一
部
と
し
て
や
っ
た
。
水
谷
鉄
也
の
指
埠
で
、

一
年
で
は
石
五
ロ
デ

ッ

サ
ン
、
二
年
以
降
は
モ
デ
ル
を
使
っ
て
制
作
し
た
。

書
道
は
一
年
か
ら
三
年
ま
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
や
る
と
学
校
に
赴
任
し
て

書
道
も
受
持
つ
こ
と
に
な
り
、
負
担
が
増
え
る
の
が
嫌
で
、
な
る
べ
く
や
ら
な

い
連
中
が
多
か
っ
た
。
担
当
は
岡
田
起
作
で
、
手
本
を
書
い
て
く
れ
た
。
だ

が
、
非
常
に
や
か
ま
し
い
先
生
だ
っ
た
の
で
、
生
徒
は
逃
げ
て
し
ま
う
。
二
十

人
試
験
を
受
け
て
免
状
を
貰
っ
た
の
は
五
、
六
人
だ
っ
た
。
こ
の
先
生
が
老
い

て
、
そ
の
後
比
田
井
天
来
、
小
琴
（
仮
名
専
門
）

夫
妻
が
教
え
、
天
来
の
歿
後

は
尾
上
柴
舟
、
石
橋
犀
水
が
教
え
に
来
た
。

私
共
の
卒
業
の
と
き
は
論
文
と
作
品
を
提
出
し
た
が
、
論
文
な
ど
は
誰
も
見

な
い
。
作
品
に
関
す
る
考
え
方
は
本
科
と
同
じ
で
、
特
に
教
育
者
の
た
め
の
絵

を
習
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
本
科
五
年
と
師
範
科
三
年
で
は
卒
業
制
作
の

段
階
で
当
然
差
が
出
る
か
ら
、
皆
本
科
に
負
け
な
い
よ
う
に
と
一
生
懸
命
や
っ

た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
白
浜
先
生
は
師
範
科
は
飽
く
ま
で
教
師
に
な
る
た

め
の
科
で
あ
る
か
ら
、
絵
描
き
に
な
り
た
い
な
ら
本
科
へ
行
け
と
言
い
、
何
も

か
も
教
師
向
き
に
や
っ
た
。
仲
間
に
。ヒ
カ
ソ
や
マ
チ
ス
の
真
似
を
し
た
者
が
あ

っ
た
が
、
先
生
は
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
は
い
か
ん
と
言
わ
れ
た
。

師
範
科
教
師
と
し
て
母
校
に
戻
っ
た
と
き
は
実
に
忙
し
か
っ
た
。
手
エ
、
用

器
画
法
、
日
本
画
、
西
洋
画
の
授
業
の
外
に
理
事
と
し
て
の
事
務
的
な
仕
事
や

卒
業
生
た
ち
の
世
話
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
月
給
は
七
十
五
円
だ
っ

た
。
師
範
科
在
学
、
在
職
を
通
し
て
見
て
、
そ
の
教
育
内
容
自
体
に
は
余
り
大

き
な
変
化
は
無
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
絵
画
の
内
容
が
多
少
変
化
し
た
こ

と
、
解
剖
学
授
業
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
、
戦
争
激
化
と
と
も
に
軍
事
教
練
が
盛

ん
に
な
っ
た
こ
と
、
澤
田
源

一
校
長
時
代

〔昭
和
十
九
年
〕
に
教
員
全
員
が
辞
表

を
出
し
た
こ
と
な
ど
を
除
け
ば
、
目
立
っ
た
変
化
と
い
う
も
の
は
無
か
っ
た
。

③

高
村
光
雲
喜
寿
祝
宴
、
木
彫
科
へ
の
寄
附
金

昭
和
一―一
年
四
月
十
六
日
、
名
誉
教
授
高
村
光
雲
の
喜
寿
を
祝
う
宴
が
催
さ
れ
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